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間の経過と共に必ずしも順調に進むわけでは い むしろ規模の大小を問わず、発生した災害への対応のなかに、社会の歪みが露呈する。医療や衣・食・住が、必要とする人びとすべてに決して平等には提供されない現実や、被災者の生活再建の基盤となるべき復興住宅が、住民の家族構成や生業を十分考慮していなかったり、 建築工事そのも の不備によって、 空き家 なってしまったケースも枚挙に暇がない。あるいは り安全な場所にと移転されたコミュニティは その構成員の再編により機能を果たさなくな 日常生活の不便さから多くの住民が転出してしまったりし 例も少なくない。
　先ず地域社会と協議しながら、長期的な復興計画を策定・実
行することが必要だが、次の災害の襲来時には より強い対応力をつけた個人や組織、そ て建造物がつくられて ることが理想である。発災から緊急対応、復旧・復興のプロセスは次の災害への対応力を強化 い プロセスであり、こ サイクルの中で防災力・適応力を培って か ければならない。  （はやし 　いさお／国立民族学博物館民族社会研究部准教授）
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